
27ビジョン
,わたしたちがとりくむ、次の 3年。第 6 次中期計画

2025年▶2027年



わたしたちは「創造」します‐人・感動・緑のまちづくり‐

わたしたちは、地球に共に生
きる一員として、JA 運動の推
進者となる「人」社会から求
められる「人」を創造ります。
　   

人

つ 　く つ 　

く

わたしたちは、こころの琴線
に触れるような事業や活動を
おこないます。
そして、この事業や活動によっ
てさらなる感動を創造ります。

感動

わたしたちは、生態系に配慮
した農業生産や自然と調和し
た緑あふれるまちづくりをす
すめ、未来へと続く社会を創
造ります。

緑のまち
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※注　わたしたち…「組合員と役職員」の意
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　令和７年度よりスタートする第６次中期計画「２７ビジョン (2025年 ~2027年）」では、

つなぐ想い　つながる未来 をスローガンに、長期展望の第２ステップに歩を進めてまい
ります。

　組合員の皆様の声を丁寧にお聴きしながら、「想いをつなぐ」「財産をつなぐ」「ご縁をつなぐ」「笑

顔をつなぐ」など、たくさんの「つなぐ」を実践してまいります。組合員の皆様との絆を結び、

協同活動を担える人づくりを進めることはもちろん、厳しい経営環境下にあっても、協同組合の

使命を果たし、地域投資を継続できるよう、自己改革・経営改革にも引き続き取り組んでまいり

ます。

　組合員・地域の皆様におかれましては、「未来の豊かな地域社会」の実現に向け、当 JAの事業・

活動への積極的なご参加とご協力をお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和７年４月吉日

  

2030年に向けた第２ステップ

,

,

,

 2 7 ビジョン　ごあいさつ
,

　組合員の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り誠に

ありがとうございます。

　さて、私たち JA 兵庫六甲は、令和４年度から「未来への挑戦～と

もに創ろう、持続可能な食・農・住環境～」をスローガンに、第５次

中期計画「２４ビジョン (2022年 ~2024年）」に取り組んでまいりました。

コロナ禍やウクライナショックなど、外部環境が目まぐるしく変化す

る中、「２４ビジョン」では、単に３カ年のみに着目するのではなく、

２０３０年に向けた長期展望の第１ステップとして成長戦略を描き、

様々な事業活動を実践してまいりました。 代表理事組合長

平 尾　勝 春

「持続可能な食・農・住環境』
を実現するための
第2ステップ

到達目標
（目指すもの）

【第３ステップ】
30ビジョン’

【第２ステップ】
27ビジョン’

【第１ステップ】
24ビジョン’

※「'27ビジョン」は 2030年に向けた長期展望の
　第2ステップ目にあたります。(2022年 ~2024年）

(2025年 ~2027年）

(2028年 ~2030 年）
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当 JA が目指すもの

わたしたちは「持続可能な食・農・住環境の実現」を目的と位置付け
その手段として「組合員・地域の課題解決」に取り組んでいきます。

美しい景観　豊かな自然環境
データに基づく安全　
顔の見える安心

この地域に住んで良かったと思える安堵感

成長戦略
既存事業基盤の深化　新たな収益源の探索

       

その一方で、世界では水・化石燃料などの資源が
底尽きようとしていることや、
１１人に１人以上が深刻な飢餓に直面していること、
災害・疫病・紛争が大勢の人々から平穏な日常を奪い、
悲しみを生み出していることなど、
とても厳しい現実が拡がっています。

子供や孫　未来の人たちにとっても
豊かな地域社会であり続けてほしい

　誰もが願う豊かな未来を実現するために
わたしたちには一体何ができるでしょうか。

一人ひとりにできることはとても小さなことかもしれません。
しかし、みんなで話し合い、助け合えば、

未来に向けてわたしたちの手で始められることも
まだまだたくさんあるはずです。

　　　　　　　　　　　　　組合員の所得増大・農業生産の拡大・地
域
の
活
性
化

　　　　　　　　　　　　　（例）   販売力強化、多様な担い手のサポート、農
地
保
全
の
支
援

　　　　　　　　　　　　　　　資産活用や承継の支援、金融仲介機能の発
揮
など
 

事業競争力・利用者接点・地域密着性の強化

　　　　　　持続可能な食・農・住環境を実
現
す
る
た
め

　　　　 　組合員・地域の課題解決に取
り
組
む

わたしたちは、社会や経済の発展とともに多くの「便利さ」と「快適さ」を手にしてきました。

ゆたかな地域社会

　　　　　

　　　　　

手段

目的
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情勢・環境変化と課題認識

１．農家をとりまく環境の変化
　気候変動や鳥獣害のリスク、生産資材の高騰による粗利益率の低下など、農業を取り巻く環境の変化が   
 引き金の 1つとなり、当ＪＡ地域内の耕地面積は減少の一途をたどっています。

50mm以上 /1 時間発生回数
令和3年の水害被害額は約3600億円（うち兵庫県は4.4億円） 

●農業リスクの顕在化～鳥獣害～
兵庫県内の鳥獣による農業被害額は４億～５億円（うち、令和
4年中に当ＪＡ地域内で発生した被害額は１億２千万円）

●管内の耕地面積の推移
過去実績をもとに 2030 年までの耕地面積をもとになりゆき予測したところ、
30年前と比べて20％減少する見通しです。

●農業リスクの顕在化～集中豪雨～

9,050

単位：回 単位：百万円

●管内農業産出額の推移
管内の農業産出額は2021年まで減少の一途をたどり、2022年
から物価高騰の影響を受け、緩やかに上昇しています。

単位：千万円

●農家の粗利低迷
農業生産に必要な資材価格は2020年から約30％上昇したのに
対し、農産物価格は 2％弱しか上昇していません。

単位：％
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情勢・環境変化と課題認識
２．組合員の状況
　　　　　　　　　  
       
●正組合員数の減少
2024年から2030年にかけて准組合員は4,300人（4.4％）の増加、 正組合員は1,000人（3.3%）の減少の見
通しとなります。

アンケートに回答した正組合員のうち半数は、『後継
者が不在』と回答、さらにその半数は『第三者への
承継の意向もない』と回答されました。
今後、これらの方が後継者不在を理由に” 廃業”
を選択される可能性がある状況です。

※2018年度～ 2024年度までの平均変動率を用いて2027年度～ 2030年度までをなりゆき予測
※右図を踏まえ正組合員の約20％が後継者不在を原因に『廃業』を選択した場合の予測を赤点線で追加
　2024年から 2030年にかけて約 7600人の減少見通しとなる

【農地を維持していく上での課題は？】
正組合員の回答のみ抜粋

後継者なし・第三者
への承継意向あり

後継者なし・第三者
への承継意向なしその他

28.1％

22.6％

49.3％

2023年組合員アンケート

22,416
23,263

●年齢層別・性別にみた正組合員数の予測
正組合員数を性別・年齢層別になりゆき予測したところ、男女とも人数が最多となるボリュームゾーン（ピー
ク年齢層）は、2030年度末時点で「81歳～ 85歳」になる見通しで、これまで組織基盤の中核を担ってこられ
た正組合員の高齢化が一層進むことになります。

組合員の「強い想い」「大切な資産」「人と人のご縁」「楽しさ
や笑顔」など、豊かな地域社会の実現に欠かすことのできない
ものを、子供や孫、未来の人たちへつないでいくための取り組
みに一層つとめなければなりません。

※令和 9 年度末・令和 12 年度末予測は、令和 5 年度 11 月末人数を基本に、令和 3 年度・令和 4 年度の加入人数の
平均値および、令和 3年度・令和 4年度の脱退人数の平均値を用いて試算

令和 5年度 11月末基準　　 　　　　　　　　　　　　　　
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スローガン

つなぐ想い　つながる未来つなぐ想い　つながる未来

子供たちや大切な人へ想いをつなごう。ともに持続可能な未来を創ろう。

わたしたちがスローガンに込めた決意です。

’ 27 ビジョンでは、豊かな地域社会を目指して

「想いをつなぐ」「財産をつなぐ」「ご縁をつなぐ」「笑顔をつなぐ」など、

たくさんの「つなぐ」を実践します。　

2 7 ビジョン
第 6 次中期計画,
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　’ ２７ビジョンでは、組合員・地域の課題解決に貢献するために、 組合員の「事業を潤す」、
「財産を潤す」、「くらしを潤す」の３項目と、それらを下支えするための２項目「組合員・
地域の課題解決を実現するために」、「自己改革（なくてはならないＪＡであるために）」
の計５項目を重点取り組み項目と定めます。

組合員・地域の課題解決を実現するために
(１)総合相談活動を実践する人財育成・体制整備につとめます

２７ビジョン’

重点取り組み項目

組合員を
潤すための
３項目

組合員の事業を潤すために
(１)販売力を強化します

(２) 生産性向上をサポートします

(３) 資産の有効活用をサポートします

(４) 多様な担い手をサポートします

１

２ 組合員の財産を潤すために
(１)資産保全・資産運用をサポートします

(２) 事業承継をサポートします

(３) 将来のリスク対策をサポートします

３ 組合員のくらしを潤すために
(１)環境や文化に貢献する活動をサポートします

(２) 健康づくりや生きがいづくりをサポートします

自己改革（なくてはならない JAであるために）
(１)地域に根ざした農協として変わらぬ使命を果たします

(２) 中長期的な視野に立って環境変化への適応を果たします

５

４  下支え
するための
2項目
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具体的取り組み項目

２７ビジョン’

所得増大化に向けた米品種の選定と展開
水田農業の振興による優良農地の活用
促進

ＪＡ直接販売の拡大、事業拡大の促進

品種転換３品種→１品種集約
利用施設再編３品種→１品種集約

集約品種決定
展示圃設置20ha規模

品種集約に向けた試験実施
管内40ヶ所（8ha規模） 

①オール兵庫六甲産直品（原則全品目）
　の受入5店舗
②インショップ販売105店舗

①オール兵庫六甲産直品（原則全品目）
　の受入5店舗
②インショップ販売100店舗

直売所・インショップ販売の強化

①オール兵庫六甲産直品（原則全品目）
　の受入4店舗
②インショップ販売95店舗

リフォーム取扱高 14.8億円

昨年対比100％以上 昨年対比100％以上 昨年対比100％以上

リフォーム取扱高 15億円

入居率90％以上 入居率90％以上 入居率90％以上

土地・建物の有効活用の提案

資産の維持・管理や、資産価値を高める
リフォーム・リノベーション等の提案

賃貸施設オーナーに必要なトータル
サポート

リフォーム取扱高 14.6億円

賃貸住宅管理戸数の維持拡大

建物診断ならびに老朽物件の再生提案

入居斡旋業者との連携強化

１ 組合員の事業を潤すために

①

②

⑥

肥料2銘柄以上供給開始 

導入店舗2店舗以上 導入店舗3店舗以上 導入店舗5店舗以上

①

②

③

④

⑤

給与試験 試験4頭、対象4頭
R5試験分の枝肉品質評価
遅刈WCS取組み検討

耕畜連携による粗飼料供給１地域 耕畜連携による粗飼料供給２地域

運用開始
普及拡大
メールアドレス登録3,000件以上

普及拡大
メールアドレス登録4,000件以上 

部会等全組織でのGAP研修会の実施 

肥料開発・試験実施 肥料1銘柄以上供給開始

農業の経営安定・拡大のサポート

安全・安心・安堵の農産物づくり

環境負荷低減のとりくみ促進

購買サービスの利便性向上

生産資材コストの低減

事業に必要な資金の提案

①

②

③

① モデル経営の提案

累計 200 名以上100 名以上
新規園芸農家の育成②

1 件以上増加 累計 3件以上増加

累計 300 名以上

累計 5件以上増加

地域資源を活用した肥料開発

重要業績評価指標（ＫＰＩ）R7 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R8 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R9

※項目内容は、情勢の変化に応じて適宜見直しを行います

遅刈りWCS（※注１）事業を通じた耕畜連携検討

地域の特色に応じた品目（重点品目）の作付け拡大

GAP（※注２）、HACCP（※注 3）の考え方導入による産地の信用維持

Web購買システムの導入

農業経営体（1,000 万円以上販売農家）の育成

JA販売農家の育成（新規登録直売所出荷会員の増加）

農業者向けの事業融資の強化や関連産業への投融資等の拡大

消化仕入方式の導入店舗拡大

地域農業の担い手との繋がりを維持拡大するための活動を展開 

地域営農振興品目作付面積 目標対比100％以上

(１) 販売力を強化します

(３) 資産の有効活用をサポートします

(２) 生産性向上をサポートします

(４) 多様な担い手をサポートします
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２７ビジョン’

① 組合員組織活動のさらなる活性化

農地（都市農地含む）相談機能を
通じた農地の有効活用

資産の形成・運用の提案

①

②

全契約者への３Ｑ活動
あんしんチェック累積登録率33.3％

全契約者への３Ｑ活動
あんしんチェック累積登録率66.6％

全契約者への３Ｑ活動
あんしんチェック累積登録率100.0％①

「ひと・いえ・くるま・農業」の総合
保障による安心と満足の提供

① 食文化や農業の大切さを共有し合う
活動

①

優先取組先へのヒアリング13件

優先取組先のカルテ作成・説明6件

優先取組先のカルテ作成、説明7件

水平展開の検討

ー

資産をまもり、次世代への円滑な資産
継承に向けた提案活動

ー

重要業績評価指標（ＫＰＩ）R7 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R8 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R9

重要業績評価指標（ＫＰＩ）R7 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R8 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R9

組合員の資産形成に貢献する貯金取引の維持・拡大

金融環境の変化に対応した商品の提案

提案型相続対策の展開

記帳代行サービス受託件数 580 件／年

相続シミュレーションの積極的な展開

資産継承相談活動の実施 200 件／年

記帳代行サービス・遺言信託の普及拡大

組合員と地域住民のくらしを守る共済事業の展開

新たな共済仕組み等の活用と、質を高めた生命系共済・建物更生共済・自動車共済の提案

組合員の課題解決やコンサルティングを軸とする相談活動の展開

支店マルシェの開催・花のある支店づくり運動の実施

支店を拠点とした地元農畜産物の PRの場づくり

「食農せんせい」など組合員が活躍する食農教育の場づくり

１支店につき年１回以上連携・開催

趣味・勉強会など組合員同士のつながりの場づくり

趣味のサークル１支店につき年１教室結成　・　組合員の勉強会　１支店につき年１回開催

都市農地相談件数　24件/年

情報収集に意識を向け、資金需要に早期に対応できる活動の展開

有益な情報提供や、相談会の実施

組合員と地域住民の大切な資産の確保、資産づくりにつながる年金振込の取引拡大

組合員資産の維持・向上と地域住民を豊かにするためのプロパー・住宅・小口ローン等の融資へのとりくみ

組合員・利用者のニーズに合った商品提案を行う資産形成・資産運用相談活動の実施

投信契約者のアフターフォロー活動を軸とした資産形成

農地に関する相談活動の実施

(１) 資産保全・資産運用をサポートします

(２) 健康づくりや生きがいづくりをサポートします

組合員の財産を潤すために２

(３)将来のリスク対策をサポートします

(２) 事業承継をサポートします

組合員のくらしを潤すために３

(１)環境や文化に貢献する活動をサポートします

※項目内容は、情勢の変化に応じて適宜見直しを行います
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２７ビジョン’

柔軟な働き方を実現するための措置検討・実施

営農相談員の経験年数に応じた研修会の積極開催

宅地建物取引士、賃貸不動産経営管理士等の資格取得を促進

新任 5回以上／年・  2～3年目１回以上／年・ 4～5年目1回以上／年　開催

不動産関連資格保有者の拡大

各種研修会やＦＰ資格取得奨励等とあわせてライフプランサポートができる職員の養成

子育て世代職員が働きやすい支援策の検討

税務・社会保障など専門性の高い職員による総合相談活動の展開

介護世代職員が安心して仕事を続けられる支援策の検討

関連組織と連携した相談窓口等の設置

営農相談員の行動・目標管理のしくみ構築

PDCA研修会の実施１回以上

ワークエンゲージメント（※注 6）の向上に向けたとりくみ

経営理念への理解を深め、実践する
ことができる人財の育成

高い専門性と提案力を発揮すること
ができる人財の育成

協同組合運動に対する気運を高めるための表彰制度の導入

検討
①

②

働きやすく、学び成長できる職場
づくり

検討・実施 実施

タレントマネジメント（※注7）システムの導入による適材適所の職員配置
新人事制度の導入
機能集約などOJT強化に向けた環境整備

子の看護休暇の対象範囲拡大等　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

③

ＪＡ運動の仲間づくり

我が支店の協議テーマの設定
と対話の場づくり・計画の立案・実践

①
我が支店の協議テーマの設定
と対話の場づくり・計画の立案・実践

我が支店の協議テーマの設定
と対話の場づくり・計画の立案・実践

組合員の意思反映
参加者数6,500人／年 参加者数6,600人／年 参加者数6,700人／年

組合員・地域社会からの理解と
共感が得られる広報活動

②

③

正組合員　期首人数を維持
准組合員　期首人数＋200人

正組合員　期首人数を維持
准組合員　期首人数＋400人

正組合員　期首人数を維持
准組合員　期首人数＋400人

重要業績評価指標（ＫＰＩ）R7 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R8 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R9

重要業績評価指標（ＫＰＩ）R7 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R8 重要業績評価指標（ＫＰＩ）R9

自己改革とりくみ状況等の情報発信

SNS等を活用した情報発信

マスメディアとの関係構築

年45万回の閲覧を目指した各種媒体冊子の発行

マスメディア関係者向け管内バスツアーまたは懇親会の開催を通じた管内農業のPR 1回/年

SNS投稿数50回/年・Instagramリーチ数15,000人／年

健康やくらしをテーマとしたファンづくり

イベント健診の開催 3回／年・健康啓発イベントの開催 1回／年・地区健診等受診者数8,000名／年

Webを活用した食農教育イベント3回／年・多様な年齢層に向けた食農教育 3回／年　
国消国産月間のPR（10月～11月）

支店ふれあい委員会の活性化に向けたとりくみ

食農体験などをテーマとしたファンづくり

組合員数の維持・拡充に向けたとりくみ

対話と意思疎通の場づくり（意見集約を目指した各種会議体の運営）

自己改革（なくてはならない JAであるために）
（１）地域に根ざした農協として変わらぬ使命を果たします。

(１) 総合相談活動を実践する人財育成・体制整備につとめます。

組合員・地域の課題解決を実現するために4

５

※項目内容は、情勢の変化に応じて適宜見直しを行います
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２７ビジョン’

(２) 中長期的な視野に立って環境変化への適応を果たします

①

神戸北地区（淡河）店舗統合
および安定稼働化
（安定稼働に向けたプロジェクト ２回）

地域に根差した事業運営体制の強化

自主運用の強化

②

③

デジタル時代に対応したサービスや
業務の IT 化

総合力の発揮による成長戦略の実践

照明LED化12事業所／年（化石燃料9,100ℓ／年の削減）

環境に配慮したとりくみ、施設・車両等の導入の検討・実施

電動バイクの導入１事業所／年（化石燃料310ℓ／年の削減）

CSR（※注 4）活動

内部管理体制の強化、コンプライア
ンス態勢
および適正なリスク管理態勢の充実

④

⑤

照明LED化5事業所
（化石燃料3,800ℓの削減）

地元や行政と連携した災害発生時への備え

統合的リスク管理体制の確立にむけた事前検知の仕組みの導入

災害避難場所への寝具等の設置７０人分／年

・安否確認訓練等の実施２回／年　　・BCP関連規程類の整備、感染症対策の整備　　
・対策本部（事務局）向け実践訓練の実施１回／年

検討 検討・導入 検討・導入

有事の際の業務継続体制の構築

   

④

仕組みづくり（新規事業の意思
決定基準の検討・試験導入）

新しいアイデアの発掘・育成

三田地区店舗統合および安定稼働化
猪名川地区統合店舗の安定稼働化
（統合店舗安定稼働に向けたプロジェクト
 ２回）

仕組みの運用開始 ―

新しいアイデアの発掘・育成―

神戸北地区（北神）店舗統合
および安定稼働化
（安定稼働に向けたプロジェクト ２回）

拠点再編・機能集約計画の協議 拠点再編・機能集約計画の協議 拠点再編・機能集約計画の協議

［用語説明］

※注１　WCS＝稲の出穂後、実と茎葉を一体的に収穫し乳酸発酵させた飼料    

※注２　GAP＝生産者が安全・安心な農産物を持続的に生産するための基準    

※注３　HACCP＝食品の原材料を使用して食品を加工製造する食品事業者が安全・安心な食品を製造するための衛生管理に関する基準

※注４　3Q活動＝組合員・利用者のお宅に訪問し、一人ひとりのライフスタイルの変化やニーズにあった保障を提供するとともに、共

　　　　済金をもれなくご請求いただくための活動    

※注５　FP＝投資や貯蓄などの資産運用を顧客に助言・提案する専門家。ファイナンシャルプランナーの略称   

※注６　ワークエンゲージメント＝従業員が仕事に対してポジティブな感情を持ち、充実している状態   

※注７　タレントマネジメント＝自社の従業員一人ひとりが持つ資質や能力を適切に把握して最大限に活用することで、企業の継続的

　　　　な成長を目指す人材マネジメントの手法    

※注８　CSR＝企業の社会的責任 

新たな課題解決事業・サービスの考案

課題解決力の強化に向けた拠点再編や機能集約の検討・実施

法人向けの事業融資の強化

融資・財務における専門性を有した人材の養成

市場の状況・信連預金利回りの状況に合わせた有価証券運用額の拡大

組合員へのスマホアプリ等ITシステムの研修・啓発
他社間連携や電子申込、電子契約等を見据えた基幹システムの運用・拡大

ＪＡネットバンク、ＪＡバンクアプリの普及拡大
Webマイページ、JA共済アプリの普及拡大

有価証券運用の拡大

組合員サービスや業務効率向上に向けたシステム構築と安定稼働

ネットサービス拡充による非対面取引の普及拡大

※項目内容は、情勢の変化に応じて適宜見直しを行います
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組合員の声
・実施期間　　令和 6年 6月～ 7月　　　
・調査方法　　Ｗebアンケート
・対 象 者      　正・准組合員　　　　　　
・回答人数　　2,137 人（内正組合員 1,110 人）
・許容誤差　　３％

　　　　　　　　　　　
　1位 　農畜産物の販売
　2位　ＪＡバンク
　　　　　(貯金･ローン･投資信託など ) サービス　　　　
　3位　農畜産物の『安全・安心』を守ること
　4位　直売所の運営
　5位　金融店舗での農産物販売マルシェ

1位　ＪＡバンク
　　　　(貯金･ローン･投資信託など ) サービス
2位　総合ポイントサービス
3位　農畜産物の販売
4位　農畜産物の『安全・安心』を守ること
5位　ひと･いえ･くるま・農業のＪＡ共済サービス

「’27 ビジョン」策定に向けたご意見
※直接インタビューさせていただいたご意見と、組合員アンケートの自由意見欄に
　ご記入いただいたご意見から抜粋しています。

●職員には、組合員や地域としっかり関
　係を築き、JA に就職して良かったと
　思えるような働き方をしてほしい。　
●個人で対策できないようなことを行政
　と共に積極的に支援して欲しい。

＜神戸西地区＞
●神戸北地区特有の条件にあった栽培提
　案や都市近郊のメリットを活かすしく
　みを提案してほしい。
●営農相談員には新技術の指導を期待し
　ている。

＜神戸北地区＞ ＜宝塚地区＞
●営農相談員の巡回など、気軽に相談で
　きる窓口として、農協の役割発揮を期
　待している。
●新商品や商品の変更など、迅速な情報
　提供をしてほしい。

＜西宮地区＞
●農家人数が減ってきている中、准組合
　員、消費者も巻き込んだ事業活動を展
　開してほしい。
●とても便利で使いやすい。現状のサー
　ビスを維持してほしい。

＜三田地区＞
●スマート農業の導入や学校給食の取り
　組みやなど、JA ならではの役割発揮
　に期待している。
●金融店舗でのマルシェや不動産事業な
　どの情報も知りたい。

＜川西地区＞
●地域密着運営を基本に、気軽に相談し
　たりお願いできるような親しみのある
　関係性を築いてほしいと思っている。
●安全な農産物など、スーパーに負けな
　い店舗づくりを！

＜尼崎地区＞
●都市農業ならではの課題解決に向け
　て、行政への働きかけや消費者の理解
　醸成に期待している。
●困った時に相談できる税務法律相談は
　本当に助かっている。

＜伊丹地区＞
●コロナ禍でコミュニケーションが低下
　している。ふれあい活動の再活性化に
　努めてほしい。
●店舗内でも気軽に相談できる雰囲気づ
　くりをしてほしい。

＜猪名川地区＞
●集落の過疎化や鳥獣被害などが課題。
　解決に向けて、これまで以上に対話や
　すり合わせを大切にしてほしい。
●基本に立ち返り、農協としてやるべき
　ことに注力してほしい。

＜神戸中央地区＞
●都市部でも、農畜産物だけでなく野菜
　の苗などを販売してほしい。
●料理教室や家庭菜園のワンポイントア
　ドバイスなどの活動をしてほしい。

※許容誤差は、アンケート結果が母集団全体の見解をどれだけ反映しているかを
示す割合で、　本調査では、母集団＝126,689 人（令和５年度末組合員数）、
信頼水準＝99％で算出。

組合員・地域の皆さんの「声」を聴く仕組みのひとつとしてWeb
アンケートを実施しています

【当 JAの取り組みで強化を期待する事業活動（TOP５）】【当 JAの事業活動に対する評価（TOP５）】

農産物を食べることにも農作業にも興味がない

本格的に農業を始めてみたい

週末農業など将来的に直売所へ出荷してみたい

生産者の手伝いをしてみたい

興味はあるが始め方がわからない

家庭菜園や市民農園などを始めてみたい

食べることには興味があるが農作業には興味がない

【農業に対する興味・関心についてお聞きしました（准組合員のみ）】

37.3％

25.6％

18.1％

11.7％

4.5％

1.7％

1.1％

何らかの形で農作業を始めて
みたいと回答した方は

61.6％でした
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スローガン 未来への挑戦
～ともに創ろう、持続可能な食・農・住環境～

2022年

山口支店・下山口支店、
農協市場館 彩菜やまぐち 
移転オープン

農協市場館 四季の郷
リニューアルオープン　

昆陽池支店新築オープン

第２期
三田ビーンセンター稼働

パスカルフラワー店閉店

コープこうべとの
包括連携協定締結

月４
月６
月７
月９
月１０

月３

楽農市場きらめき神出
閉店

東谷支店
リニューアルオープン　

産官学連携プログラム
「楽農アカデミー」開校

月４

月７

月３

甲東支店
リニューアルオープン　月１

六瀬支店を猪名川支店へ
統合月２

［組合員数・組織活動の軌跡］

組合員数

　（うち正組合員）

　（うち准組合員）

支店ふれあい委員会

集落座談会

１２６,９２２人

　３０,４９２人

９６,４３０人

１４回 　１９２人

１１回 　１７４人

１２６,９２０人

　３０,０９９人

９６,８２１人

３４回 　４９４人

２５回 　４７３人

１２６,６８９人

　２９,９２６人

９６,７６３人

８３回 　１,５９２人

１２４回 　１,９８８人

2023年 2024年

,

１２７,２０７人

　３０,０５６人

９７,１５１人

９２回 　１,９１７人

１２１回 　１,９７４人

２０２４年度２０２３年度２０２２年度２０２１年度

第5次中期計画（2022～ 2024年）

「 24ビジョン」振り返り
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2022年度目標 2022年度実績 2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標 2024年度実績

1,144,960千円 1,230,214千円 1,136,204千円 1,235,469千円 1,086,320千円 1,535,255千円

82,000枚 85,735枚 84,000枚 84,037枚 86,000枚 88,243枚

15億円 13億円 14.8億円 14.3億円 14.4億円 15.1億円

実践モデル1件 実践モデル1件 実践モデル1件 実践モデル1件 実践モデル1件 実践モデル1件

2022年度目標 2022年度実績 2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標 2024年度実績

24件 108件 24件 95件 24件 70件

200件 275件 221件  257件 221件 232件

33.3%（累計） 36.1%（累計） 66.6%（累計） 95.4%（累計） 100%（累計） 126.0%（累計）

2022年度目標 2022年度実績 2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標 2024年度実績

デジタルを活用
した活動の支援 52回・626人 デジタルを活用

した活動の支援 30回・349人
デジタルスキル
の向上を図る
活動の展開

27回・310人

8,000人 8,860人 8,000人 8,584人 8,000人 8,897人

2022年度目標 2022年度実績 2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標 2024年度実績

PDCAサイクル
の仕組み導入 実施・検討中

PDCAサイクル
の仕組み運用・

改善

行動管理体制の
構築

 効果的なOJT
   体制の構築

新人事制度との
連動検討

人事制度の
見直し

検討 人事制度の
見直し

骨子検討 新人事制度の
導入開始

新制度説明会
の開催等

2022年度目標 2022年度実績 2023年度目標 2023年度実績 2024年度目標 2024年度実績

164.0% 160.0% 167.0% 160.9% 170.0% 161.2%

収支改善2.0億円 収支改善3.8億円 収支改善の完遂
収支改善効果
4.8億円

成長プログラム
の継続実践

継続実施中

【主な目標項目】
組合員の事業を潤すために

組合員の財産を潤すために

組合員のくらしを潤すために

総合相談活動・人財育成

自己改革

園芸育苗の有効活用

リフォーム取扱高

大規模園芸経営実践モデル

農地に関する提案件数

相続シミュレーション実施件数

あんしんチェック登録率

育成体制の構築

新人事制度導入検討

スマホ教室の開催・参加人数

健診増進活動参加者

正組合員一戸複数化率

営農経済成長・効率化プログラム

販売力の強化

生産性向上サポート

資産有効活用のサポート

多様な担い手サポート

資産保全・運用サポート

事業承継サポート

リスク対策サポート

環境・文化への貢献活動

健康づくり・福祉活動

総合相談活動

人財育成・能力開発

変わらぬ使命の発揮

環境変化への適応

直売(米)販売高 達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

未達成

１４



JA 兵庫六甲　27ビジョンスローガン,

デザインストーリー

繋がる円形が未来に向かって成長し続けるエネルギーを表現。

次の世代へと連なる円環の意味を込めました。

左側の輪は手を取り合う人々、右側は稲穂をイメージ。

二つの輪が繋がり、無限「∞」のカタチを表しています。

人 が々手を取り合い、想いが実りある未来へと繋がっていく様子を表現しています。 

JA 兵庫六甲 企画管理本部 経営企画

〒651 - 1313 兵庫県 神戸市北区有野中町２丁目 12 -13 

℡ 078 - 981 - 6550

https://www.jarokko.or. jp

mailto: info@jarokko.or. jp

手を取り合う
人々

無限
（未来へ続く）

稲穂× ×


